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議事録 

 

第３回 住吉小学校運営協議会（要点記録） 

 

日時：令和５年９月２７日（水）１４時３０分～１５時１０分 

場所：住吉小学校ランチルーム 

出席：高柳 徹委員、真鍋 五十鈴委員、保谷 征男委員、新野 紀子委員、新堀 彰子委員、永山 涼子

委員、菊池 美香委員、小林 宏委員、花坂 未来委員 

（事務局…副校長、田中教務主任、橋本生活指導主任、宮北健康体育主任、岡部研究推進主任、鈴

木特別活動主任） 

 

欠席：宮崎 洋子委員 

・委員１０名中９名の出席により本会議は成立 

 

・配布資料の確認 

〇第３回学校運営協議会 次第 

〇令和５年度 学校評価児童・保護者アンケート結果及び今後の取組について 

〇学校公開のご案内 

〇学校公開の時間割一覧 

〇学校運営協議会報酬受領確認書 

 

次第１ 校長挨拶 

暑さも一段落し、過ごしやすい気候となりましたが、風邪症状の体調不良者が多く、市内では学

級閉鎖になっている学校があります。引き続き、児童の健康管理に気を付けて指導していきます。

先日、６年生の赤城移動教室を実施しました。怪我や病気等も無く、参加した児童全員が元気に終

了することができました。地域の皆様におかれましては、まちなか先生の出前授業等、本校の教育

活動へのご協力、誠にありがとうございます。２学期もよろしくお願いいたします。 

 

次第２ 会長挨拶 

急に涼しくなりました。委員の皆さんも体調には十分気を付けてください。今日は、学校評価に

ついて、審議します。忌憚のないご意見をお願いします。 

 

次第３ 前期学校評価について 

花坂経営主任：（学校評価について、資料の解説と説明を行う。） 

全員の賛成により、承認される。 

 

次第４ ２学期の教育活動について 
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（田中教務主任、橋本生活指導主任、宮北健康体育主任、岡部研究推進主任、鈴木特別活動主任よ

り、２学期の活動の概要ついて、説明を行う。） 

 

意見 

真鍋委員：習熟度別指導のクラス分けの方法は、どのように行っているのか。児童の要望も加味し

ているのか。 

 

回答 

橋本事務局：事前に既習事項のテストを行い、結果を基にクラス分けをしているが、児童の希望も

聞いた上で、決定している。 

 

意見 

保谷委員：音楽会は、どのようなものなのか。 

 

回答 

鈴木事務局：各学年ごとの合唱や、合奏を発表する形で実施する。保護者の方にも参観していただ

く予定である。 

 

意見 

保谷委員：コロナ禍により、児童の「人と関わる力」が低下にしているというニュースを見たこと

がある。異学年交流や、地域との関わりは重要だと考えているので、ぜひ工夫して進めていってほ

しい。 

 

意見 

真鍋委員：住吉小では、情報モラルについて、どのような問題があるか。 

 

回答 

花坂委員：メールや、SNSで、不適切な内容を相手に送ってしまったり、ラインでグループから外

したりする事案があった。保護者とも共有して、指導していきたいと考えている。 

 

意見 

真鍋委員：こひつじ食堂に来た高学年の女子児童から、Youtubeをやっているので、いいねをして

ね、と言われたり、動画をよく見ている話を聞いたりしたことがあった。家庭がどこまで把握して

いるのか気になった。トラブルは未然に防いでいく必要があると感じる。 

 

回答 

校長：今週末の学校公開では、５年生でセーフティ教室を実施して、情報モラルの指導について、
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保護者にも参観してもらう取組を行う。これまで他学年でも、外部講師による授業も実施している。 

意見 

新野委員：タブレットは、家に持ち帰ると思うが、家での使い方についても指導しているのか。 

 

回答 

花坂委員：家でのタブレットの使い方についても、指導をしている。あくまでも学習で使用する道

具として使うことを徹底しているが、家庭の協力も不可欠であると考えている。 

 

校長：西東京市では、家庭でタブレットを使用する時間を制限している。児童には住吉小のタブレ

ットルールを配布し、学習に関することで使うことを伝えている。 

 

意見 

新野委員：住吉小の体力テストの結果はどうか。 

 

回答 

宮北事務局：コロナ禍が続いたが、特に運動の能力が下がった結果ではなかった。個人差があり、

体をよく動かしている子と、そうでない子の差がとても大きいという実態がある。 

 

意見 

真鍋委員：ルピナス会館でも、ゲームをしている子は多いが、外で鬼ごっこをしてよく遊んでいる

姿を見かける。スポーツクラブの服装で遊びに来ている子もいる。体を動かすことが好きというの

は、子ども達の本能なのではないかと感じる。 

 

次第５ 事務連絡について 

新堀委員：公民館の「まちなか先生」事業で、住吉小において、今年度も西東京レスキューバード

のメンバーと、マイタイムラインを作成する学習に取り組んだ。住吉小の避難所運営協議会の方々

にもご参加いただき、３年連続で実施することができた。事前に備えることの大切さを伝えること

ができたが、住吉小の子ども達が素直で、反応がとてもよかった。来年以降も継続していきたい。 

（防災マスターのお知らせ…日程が住吉スポーツ DAY と重なっているため、１０月は住吉小以外

の児童・生徒で実施する。） 

 

真鍋委員：「まちなか先生」の授業では、保護者が１名参観されていたのがよかった。ぜひ機会があ

れば、今後も保護者にもこのような活動に関わってほしい。 

（ルピナスまつりのお知らせ…今年は、小学校、中学校、地域の方々が参加する予定。感染症対策

を徹底して実施する。） 

 

田中事務局：5 年生が、ルピナスまつりでスペースをお借りして、学習をまとめた掲示をさせてい



4 

 

ただく。東南アジアの山岳少数民族の実態について調べ、自分達に何ができるかについて考えてい

る。学習していることを広く発信したいと考え、模造紙にまとめている。掲示を通じて、地域の方々

にも宣伝していきたい。 

 

副校長：次回の学校運営協議会は、令和６年２月２０日（火）１５：２０からである。 

 

高柳会長：以上で、令和５年度第３回西東京市立住吉小学校 学校運営協議会を終了する。 

 

 


